
 
 
 
 
 

201４年４月２３日発 第１８号発行責任者 平野博宣 ℡011-210-０５０５ Fax011-210-０606

 

                             

 
   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 日安倍首相は経済財政諮問会議と産業競争 
力会議の合同会議を官邸で開きました。その中

で、6 月につくる成長戦略の柱として、労働に 
関する規制緩和の必要性を強調しました。中で

も労働時間の規制緩和は高度な能力を有する 
者と成果達成を条件とする裁量労働制に同意す

る者を対象とするというものです。対象労働者

の選定を恣意的にすることで、特定の社員に過

全石狩地域闘争委員会は２３日第５回賃金集計

を行いました。本日報告までに自動車総連 6 単

組が妥結しサービス連合５単組の要求提出が確

認できました。今日までの集計で参加組合は１

７７組合・妥結組合９１組合･賃金開示可能組合

は６８組合となっています。自動車総連６単組

の妥結は何れも賃金カーブ維持分とベアを含め

て６０００円を超える内容です。このため、昨

日までの加重平均額を引き上がり、妥結額５６

７１円（２．２３％）となり、昨年を７８４円

０．３２ポイント上回る内容となりました。ま

た、全自交労連では妥結組合が２単組（つばめ

自動車労組・日北交通労組）増え４単組となっ

ています。地場労組の奮闘で、平均妥結金額が

この時点で引き上がりました。この後の交渉へ

の好材料です。引き続きガンバロー！ 

【４月２３日第５回賃上げ集計】 
参加２２産別 

１７７組合 

(未加盟３組合)

妥結

組合

回答妥結 昨年妥結 

額 率 額 率 

妥結加重平均 ６８ 5671 2.23 4887 1.91

パート非正規の賃上げ・労働条件改善交渉の報告が

少なく集計に至っていません。妥結が 4 産別 6 組

合です。また一時金の交渉状況も 56 組合に止まり

21 組合の妥結報告となっています。様式は不問で

す。闘争委員会まで交渉状況を報告願います＞ 

重な負担が強いられる内容です。また、解雇の金 
銭解決も「安心して職場を選び事業者も安心して 
雇用創出ができるよう、労働紛争の解決を促す、 
客観的で透明性の高い仕組みが必要」として導入 
ありきの発言をしました。紛争を金銭力で終結さ 
せることに透明性はありません。この本音は断固 
粉砕しましょう！全国の労働者は団結して労働時 
間規制緩和・解雇金銭解決の導入を阻止しよう！ 


